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　皆様にはお変わりなくお過ごしのこととご推察い

たします。皆様の力強いご支援により、平山タカヒ

サを鹿児島市議会へお送りいただき、早いもので３

カ月が経過をいたしました。この間、産業観光企業

委員会・桜島爆発対策特別委員会に所属し、議員活

動をスタートいたしましたが、議会特有の取り決め

など、戸惑いもありました。これまでは職員として

市政に関わってきましたが、今後は議員として、皆

様と共に市政発展に向け取り組んでまいります。

　今後とも、ご意見やご指導を賜りますようお願い

申し上げます。

　なお、所属会派は「社民・市民フォーラム」にな

ります。

ごあいさつ

平山タカヒサを市議会へお送りいただき、

３カ月が経過いたしました。

　平成２８年第２回市議会定例会は、 ６月１４日に

開会し、 ３０日の最終本会議において、 議案１７件

を可決し、 閉会いたしました。

　今議会においては、 公共交通不便地対策事業

やコミュニティ助成事業、 児童クラブ施設整備

事業や降灰地域防災営農対策事業、 安全安心住

宅ストック支援事業や消防車 ・救急車の買換え等、

一般会計において総額で約９億１， ８２９万円の追

加補正となりました。

　我が会派からは、 森山きよみ市議が個人質疑

を行いました。

　未だ終息しない福島第一原発事故からの復興

や震度７が連続して発生した熊本地震を受け本市

の現状と課題、 市議選の低投票率への今後の対

応、 世界ジオパーク認定見送り等について当局

の見解を質しました。

　当局からは、 国や県の対応や本市の計画、 課

題や今後の見通し等について答弁がありました。

　今回は、熊本地震を受けての質疑が多く出され、

危機管理の在り方が改めて問われた議会となり

ました。

平成 28 年第 2回市議会

定例会が開催

　　虚礼廃止に関する申合せ（抜粋）

　政治倫理の確立を図り，もって国民の政治に対す

る信頼を回復するため，虚礼廃止に関する下記具体

的事項について，地域住民の理解と協力を求めなが

ら廃止することを申し合わせる。

　　年賀状や暑中見舞い等の発送

　　歳暮や中元等の贈答

　　冠婚葬祭における祝電や弔電等の発送

　　名刺広告や寄付行為

　　親族を除く答礼のための自筆の挨拶状等

身近な市政相談は、

℡０９０－８７６９－６５８４まで

お気軽にご相談ください。



コミュニティ助成事業
３団体へ助成決定

児童クラブ整備事業で
１０クラブを施設整備

　今年の５月１日現在、市設置の児童クラブは

113 か所 5,109 人の児童が利用しています。今

回の補正により、４か所の児童クラブが開所さ

れ、当局によると 91 名の待機児童が解消され

るようです。

　また、今年度中に西谷山第二・第三を含む 10

クラブの施設整備費約 8,600 万円が計上されま

した。クラブ環境の

改善が図られること

により、子どもたち

が健全に育成される

ことが期待されます。

安全安心住宅ストック
支援事業を拡充

　４月に連続して

震度７を記録した

熊本地震は、改め

て自然災害への備

えが重要であるこ

とを認識させられ

ました。

　本市では、これまでも上記事業により、耐震

診断や耐震改修工事費等の一部を補助する制度

がありましたが、今回の地震災害を踏まえて、

予算を倍増する補正を行いました。

　詳しくは、建築指導課まで。

改めて福島を視察
社民 ・市民フォーラム

　東日本大震災から５年が経過、熊本地震後も稼働

し続ける川内原発に怒りを感じるなか、５月２４日、

福島県浪江町役場を視察し、原発事故後の状況と課

題、展望について学んできた。

　町議会議長からは、２万千人だった町を、まずは

５千人に再建したい。ただ、帰宅困難地域指定が解

除される来年４月

までに間に合うか

不安とのこと。除

染作業が進まない

現状に苦慮されて

いることを聞き、

未だ原発事故から

の復旧・復興が終

わっていないこと

を実感させられた。

市へのお問い合わせは「サンサンコールかごしま」へ：℡０９９－８０８－３３３３・Fax０９９－８０８－２５２５

放置されたままの浪江町農協請戸支所

  06

〒892-8677

鹿児島市山下町11-1

鹿児島市議会社民・市民フォーラム控室

電 話：099-216-1438

FAX：099-226-1019

　町内会等のコミュニティ活動に必要な設備等

の整備に対して助成を行う「一般コミュニティ

助成事業」として、玉里町町内会等２団体が決

定しました。助成決定額は 360 万円で、簡易ス

テージ他備品の整備や、座卓兼用テーブル他備

品の整備等に使われます。また、集会施設等の

建設や大規模修繕等の整備に対する助成を行う

「コミュニティセンター助成事業」として１団

体が決定し、コミュニティセンターの建設に対

して 1,290 万円の助成が決定しました。

　これらの事業は、宝くじの社会貢献広報事業

を活用して実施しており、最終的に一般財団法

人自治総合センターにおいて決定されます。
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